
原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 

（第 1083 回 非公開会合） 

 

１．日 時  令和４年１０月２１日（金）１０：３０～１１：３０ 

 

２．場 所  原子力規制委員会 原子力規制庁内会議室 

 

３．出席者 

原子力規制委員会  石渡委員 

原子力規制庁    内藤安全規制管理官、岩田安全管理調査官 他３名 

東北電力（株）   金澤常務執行役員兼原子力本部原子力部長 

辨野執行役員兼発電カンパニー土木建築部長、他６名 

４．議 題 

（１）東北電力株式会社女川原子力発電所２号炉の特定重大事故等対処施設に係る 

敷地の地質・地質構造について 

（２）その他 

 

５．配付資料 

資料１－１ 女川原子力発電所２号炉 

 特定重大事故等対処施設設置位置付近の敷地の地質・地質構造について 

（正誤表） 

（非公開） 

資料１－２ 女川原子力発電所２号炉 

 特定重大事故等対処施設設置位置付近の敷地の地質・地質構造について 

（追加調査計画について） 

（非公開） 

机上配布 

資料（※） 

女川原子力発電所２号炉 

 特定重大事故等対処施設設置位置付近の敷地の地質・地質構造について 

（資料集）（ボーリングコア柱状図・コア写真） 

（非公開） 

※机上配布資料は、第 1077 回原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合（本年

９月３０日実施）における机上配布資料に対して、一部のページにあった誤りを修

正・差替えたものであり、修正箇所以外に変更はない。 

 

 

 



６．議事概要 

（１）東北電力（株）から、令和４年１月６日に申請のあった女川原子力発電所２号炉の

設置変更許可申請（特定重大事故等対処施設）のうち、第 1077 回原子力発電所の

新規制基準適合性に係る審査会合（本年９月３０日実施。以下「前回会合」という。）

における机上配布資料の誤り（資料１－１）及び敷地の地質・地質構造に関する追

加調査計画及び現在の進捗状況（資料１－２）について説明があった。 

（２）石渡委員及び原子力規制庁は、前回会合における机上配布資料の写真の貼り間違い

について、本資料は審査に用いる一次データの間違いであることから、東北電力（株）

における既存の品質管理システムの何が機能していなかったのか原因究明等を行

い、公開の審査会合において再発防止対策等を説明することを求めた。 

（３）また、断層の活動性を評価するための追加調査計画については、活動性評価に係る

判断根拠を明確にして説明するとともに、調査の進捗状況を適宜情報共有すること

を求めた。 

（４）東北電力（株）から、了解した旨の回答があった。 

 

以上 


